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① 序論 

私たちは関東 10 ゼミ討論会において、東日本大震災は

欠かすことのできない論点であるのではないかと考えた。

そしてその結果、震災の前後では家族の大切さや有難さを

再確認した人が5割程度増加しており、被災地はもちろん、

関東関西でも家族写真の撮影を希望している人が増加傾

向にあるということが判明した。このことから、我々は写

真・思い出を保存・整理するツールのサービスを推進する

ことにより、家族や友人との絆をより強くすることができ

るのではないか、また、そのことで日本が少しでも明るく

なるのではないかと考えた。 

これにより、今回の関東 10 ゼミ討論会の統一テーマで

ある“今、マーケティングにできること”のもと、写真を

保存・整理するツールのサービスの促進を最終目標とする。 

１．研究テーマ 

私たちはまず、日本人の思い出に対する概念に注目した。 

近年、デジタルカメラやデジタル一眼レフカメラなどの普

及により、2011 年 3 月時点でのデジタルカメラ普及率は 7

割越えと一家に一台カメラを保有する時代に近づいてい

る。デジタルカメラ以外でもカメラ付携帯電話やスマート

フォンの普及により、以前よりずっと写真は私たちの身近

なものとなっている。 

 しかし、近年のデジタル家電の普及とともに写真の保

存や管理が難しくなっているという現実もある。以前のフ

ィルムを使用するカメラでは、撮影し終わったものを現像

に出すと写真を見ることができる。逆に言うと、現像しな

ければ撮影した写真を見ることができないので、ほとんど

の人が現像していた。しかしデジタルカメラでは液晶画面

で撮影した画像を見ることができるので、現像する人は約

4割と少なくなっている。2009 年に行われた思い出づくり

研究所のアンケートにおいて「あなたが大切だと思うもの

は（複数回答可）」という質問をしている。なお、この調

査は全国の15歳～69歳の男女1200人を対象に行われたも

のである。 

表 1より結果、写真やプリクラなどの思い出を記録する

ために有効とされているツールについては、順位が低くな

っている。しかし、同アンケートにおいて「忘れかけてい

た過去の出来事や記憶がよみがえるきっかけとして最も

影響力のあるものは」という問いに対し写真やプリクラと
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■表―――１ 

 

出典 思い出づくり研究所 
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答えた回答者が約半数を占めた。このことからも、近年の

デジタル家電の普及とともに、管理が難しくなっているた

め、思い出は自身の記憶の中にあるということで安心し、

記録として保存することの重要性を低く感じているので

はないかということが伺える。 

デジタルカメラには、SD カード（または、メモリーカー

ドなど）という写真を保存するための記録カードを本体に

挿入する。近年発売されている携帯電話も同じような仕組

みになっているものが多い。大体の人はデジタルカメラ、

またはカメラ付携帯電話で撮影した写真を友人同士など

で見せ合う場合、SD カードに保存されている写真を見せ合

うだろう。それが一番簡単にできる思い出の保存方法、ま

た、共有方法であるからだ。しかし、そこには落とし穴が

ある。「間違えてデータを消してしまった」「なぜかデータ

がすべて消えていた」「水に落としてしまった」などの不

慮の事故から、撮りためていた写真が一気にデータごと消

えてしまうことがよくある。 

以上のことから、私たちは思い出をもっと大切にしたい

という思いのもと、何か有効なサービスがあるのではない

かと研究を進めることにした。 

２．現状分析 

 旅行やイベント、風景や食事、何気ないひと時など、様々

なシーンでカメラ撮影が行われている。撮影した画像はそ

の後、どのように保管されているのだろうか。 

本項では、デジタルカメラとカメラ付携帯電話それぞれ

で撮影した画像の保存方法ついて、現状分析を行う。また、

現状分析は、楽天リサーチ株式会社と楽天写真館株式会社

が行った、フォトプリントに関するインターネット調査の

結果を参考とする。なお、この調査は、20 歳～69 歳の男

女計 1000 人を対象に行われたものである。 

(1)撮影した画像の保存方法 

表―２はデジタルカメラ、表―３はカメラ付携帯電話で、

それぞれ撮影した画像の保存方法についての結果をグラ

フにしたものである。 

 まず、デジタルカメラの場合について。デジタルカメラ

で撮影した画像は、PC の「マイピクチャ」などのフォルダ

に保存する人が圧倒的に多く、次いで撮ったものを自宅で

プリントする、自宅で CD-ROM などに保存すると続く。 こ

のことから、自宅で手軽に保存できる手段が好まれている

ことがわかった。  

次に、カメラ付携帯電話の場合について。カメラ付携帯

電話で撮影した画像は、携帯電話のデータフォルダに保存

すると答えた人が圧倒的に多く、他の保存方法を大きく引

き離している。 

近年、携帯電話のカメラの性能も向上し、「デジカメケ

ータイ」などの発売もあって高画質の撮影が可能になって

いるが、現状としては、撮影した画像はあくまで「携帯電

話内」に留まり、プリントなどの二次利用には至ってない

ことがわかった。 

撮影した画像の保存方法を比較すると、デジタルカメラ

で撮影した場合は、PC のフォルダに保存するケースが大半

であり、カメラ付携帯電話の場合は、画像はプリントせず

に画面上で閲覧を楽しむという傾向があるため、両者の用

途とは大きく異なっている。 

 

■表―――２ 

デジタルカメラで撮影した画像の保存方法 

 

■表―――３ 

カメラ付携帯電話で撮影した画像の保存方法 

(出典：楽天リサーチ) 
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(2)保存方法における 2～3 年前と比べた画像の活用

方法の変化 

 表―４はデジタルカメラ、表―５はカメラ付携帯電話の

2～3 年前と比べた画像の保存方法に関する利用頻度の変

化を表したグラフである。  

「撮ったものを PC の『マイピクチャ』などのフォルダに

保存する」、「撮ったものをインターネット上の写真保存

機能（サービス）で保存する」、「撮ったものをカメラ店

で現像する」、「撮ったものをネットの写真プリントサー

ビスを利用して現像する」、「撮ったものを自宅でプリン

トする」、「撮ったものをネットで編集できる写真集（フ

ォトブック）にする」、「撮ったものを自宅で CD-ROM な

どに保存する」という 7 項目につき、「かなり増えた」、

「やや増えた」、「変わらない」、「やや減った」、「か

なり減った」の 5段階で評価した。  

表より、デジタルカメラ、カメラ付携帯電話の両方で、

「撮ったものをインターネット上の写真保存機能で保存

する」という項目において、増えたと答えた人が 6割を超

えていることがわかる。このことから、インターネット上

の写真保存機能を利用している人がここ２～３年で増加

傾向にあることがわかった。  

■表―――４ 

2～3 年前と比べたデジタルカメラの画像の保存方法に関

する利用頻度の変化 

 

 

 

 

 

■表―――５ 

2～3 年前と比べたカメラ付携帯電話の画像の保存方法に

関する利用頻度の変化 

 

 

(3)本当はどのように保存したいか 

表―６、表―７は、現状の保存方法と撮影したものを本

当はこのようにして保存したいという希望を比較したグ

ラフであり、前者はデジタルカメラ、後者はカメラ付携帯

電話で撮影した場合のグラフである。 

 デジタルカメラの場合、現状の保存方法にと比較し、「本

当はこうしたい」という意向が最も高かったのは「撮った

ものをネットで編集できる写真集（フォトブック）にする」

であった。 

カメラ付携帯電話の場合、現状と希望の差が最も大きか

(出典：楽天リサーチ) (出典：楽天リサーチ) 

(出典：楽天リサーチ) 
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ったのは、「撮ったものを自宅で CD-ROM などに保存する」

であったが、次に「撮ったものをネットで編集できる写真

集（フォトブック）にする」が続いた。 

撮ったものをインターネット上で保存できる写真集「フ

ォトブック」にしたいという人が両方で見られ、アンケー

ト対象者のフォトブックへ関心・期待が高いことがわかっ

た。 

■表―――６ 

本当はどのように保存したいか（デジタルカメラ） 

 

■表―――７ 

本当はどのように保存したいか（カメラ付携帯電話） 

 

３．問題意識と問題設定 

現状の保存方法と希望の保存方法を比較した結果、アン

ケート対象者のフォトブックへ関心・期待が高いことがわ

かった。つまり、写真を整理し、アルバムを作成したいと

いう需要はあるということである。 

しかしながら、デジタルカメラで写真を撮影した人が画

像をフォトブックにしていると回答したのは全体のわず

か５．２％であり、カメラ付携帯電話にいたっては２．９％

と、フォトブックの利用者数は現在あまり多くない。 

 ではなぜ、フォトブックを利用する人が少ないのだろう

か。 

③本論 

１． 既存のサービス 

現在、インターネットを利用した写真保存機能として代表

的なものは「ブログ・SNS」「WEB アルバム」「フォトブッ

ク」の 3点が挙げられる。 

(1)ブログ・SNS 

ブログとは、狭義的にはウェブ上の URL とともに、覚え

書きや論表を加えログ（記録）しているウェブサイトの一

種である。簡単に言うと、ウェブ上の日記のようなもので

ある。「Web を Log する」という意味で Weblog（ウェブロ

グ）と名付けられ、それが訳されて Blog（ブログ）と呼ば

れるようになった。 

日本は世界でも有数のブログが盛んな国であり、日本語

の総ブログ数は今や 2000 万をも超えると言われる。趣味

を綴ったり日常の記録をしたりと、様々なジャンルのブロ

グが存在する。 

ブログは、ブログ向けのソフトウェアや web スペースが

あり、それらをダウンロードやレンタルして使えば、HTML

を知らなくても自身のブログとしてウェブブラウザから

手軽に情報の発信や更新が行える。レンタルのものには、

PC 以外に携帯電話などからも手軽に更新が可能なものが

多い。代表的なサービスサイトとしては、「アメーバブロ

グ」「FC2 ブログ」「JUGEM」などが国内では有名である。 

写真を主体として更新されるブログをフォトログ

（photolog）というが、そのようなブログでなくても、最

近のレンタルブログには写真を載せられる機能がついて

いるものがほとんどである。 

 ブログを利用することの長所として考えられるのは、

「更新が容易であること」「コメントがもらえること」で

ある。 

近年のブログの更新システムは２種類ある。インターネ

ット上で記事を書く方法と、メールなどを使って書く方法

がある。どちらにしても、ある程度 PC・携帯電話などが使

用できる人ならば、更新方法はかなり容易であると言える。 

(出典：楽天リサーチ) 

(出典：楽天リサーチ) 
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また、投稿された記事には読者からのコメントをもらえ

るようになっている。自分の投稿した記事や写真に反応が

もらえるというのは嬉しいものであるし、ブログは友達同

士の交流の場にもなっている。しかし、ブログを使用する

ことの短所も様々ある。 

まず前提として、ブログは元来写真を載せるためのもの

というよりは、文章を載せるものである。なので、写真に

関する機能はあまり充実していない。たいていの場合ファ

イルの容量に限度があるため、ファイルサイズが大きなも

の（画質がいいもの・サイズが大きいもの）などは載せら

れない可能性がある。 

また、セキュリティやプライバシーの面でも問題がある。

ブログは不特定多数の人に公開されることが基本である

ため、個人的な写真を載せる場としては向かない。風景写

真などならば良いのだが、人物写真は誰が見るかわからな

いし、転用・悪用される可能性もあるためうかつには載せ

られない。それでなくても、他人の写真を勝手に載せるこ

とはマナー違反とも言える。 

(2)SNS 

 SNS とは「ソーシャル・ネットワーキング・サービス

（Social Networking Service）」の略で、社会的ネット

ワークをインターネット上で構築するサービスの総称を

いう。代表的な例としては、mixi・Facebook・GREE・モバ

ゲータウンなどが挙げられる。現在では当たり前のように

多くの人が利用しているが、これらは数年の内に人気が出

てきたサービスである。狭義には、人と人とのつながりを

促進・サポートする、コミュニティ型の会員制のサービス

と定義される。そういったサービスを提供するウェブサイ

トも含まれる。主な目的は、人と人とのコミュニケーショ

ンにある。SNS は、友人・知人間のコミュニケーションを

促進する手段や場、あるいは趣味・嗜好、居住地域、出身

校、「友人の友人」といった自身と直接関係のない他人と

の繋がりを通じて新たな人間関係を構築する場を提供し

ている。 

主な機能としては、「プロフィール機能」「メッセージ

送受信機能」「ユーザー相互リンク機能」「ユーザー検索

機能」「日記機能」「アルバム機能」などがある。長所と

しては、ブログと同様、「更新が容易であること」「コメ

ントがもらえること」などが挙げられる。更新方法もまた、

ブログとほとんど同じである。またコメントは、自分の友

人登録している人から主にもらえる。 

次に短所だが、SNS も写真を保存するのが主目的のツー

ルではないので、編集機能はついていないし、容量や形式

に制限がある場合が多い。セキュリティ・プライバシー面

での問題だが、こちらはブログとは状況が少し変わる。 

ｍixi・Facebook などは写真の公開範囲を友人までなど

に設定することができるため、きちんと自分で設定を行え

ば、ブログほどプライバシーやセキュリティの面での心配

はないだろう。「友達と共有する」という点では良いツー

ルであると思われる。しかし、たいていの場合撮った写真

をほぼすべて載せており整理はされていない。また、閲覧

する際には PC が必須であること・画質やサイズなどの問

題・HP 自体も無機質で味気ないことなども考えられ、写真

を“見る”ツールとしては向いていない。私たちが今回考

えている、「写真を整理し、簡単に可視化すること」とい

う目標には及ばないと思われる。 

(3)Web アルバム 

Web アルバムとは、インターネット上に写真をアップロ

ード・保存できる機能である。様々なサービスがあり、写

真の編集・サイズやレイアウトの変更・カバーデザインの

変更などができる。また、サイトによってはキーワードで

写真を整理したり、コメントがつけられるようになってい

るものもある。たいていの場合は会員登録が必要になる。

まだあまり多くには浸透していないサービスであり、サー

ビス数も少なく、利用体験者も少ない。代表的なサービス

としては、フォト蔵・Picasa などが挙げられる。 

長所としては、「写真を友達と共有できる」「写真の編

集ができる」ことがある。会員制であり不特定多数の人に

公開される心配もないため、友達と写真を共有する手段と

しては適している。写真を保存するためのツールなので、

画質やサイズ面での問題もない。さらに、写真を加工する

こともでき、コントラストの補正・赤目処理・トリミング・

リサイズ・コラージュなど様々な機能がついている。また、

これはブログ・SNS にも言えることだが、ある程度のグレ

ードまでは無料で使用できる。 
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しかし、Web アルバムにも問題点がある。まず、保存容

量が少ないということがあるが、これについては近年デジ

タルカメラが高性能化しており、１枚当たりのファイルサ

イズが大きくなっており、その一方で保存容量に変化はな

いため、保存できる写真の枚数が少なくなってしまうため、

これがマイナス要素となっている。しかしながら、容量の

問題は Web アルバムのみにいえることではなく、既存のサ

ービスのほとんどが、ある程度の保存容量以上にはお金が

かかる仕組みとなっている。 

次に、ファイルをアップロードするのに時間がかかると

いうこと、整理できる機能はついているが写真を保存した

ら満足してしまう人が多いということが、短所として考え

られた。またこれも、当然だがパソコンが必須になる。以

上のことを踏まえると、Web アルバムもまた、「写真を整

理し、簡単に可視化すること」を実現するには条件が足り

ないと考えた。 

(4)フォトブック 

最後にフォトブックであるが、これは簡潔に述べると個

人向けの写真集製作サービスである。フォトアルバムとい

えば、撮った写真を印刷し、自分でファイルなどに張り付

けるものが一般的だった。しかし、近年ではデジタルカメ

ラの高性能化・デジタル印刷技術の向上などに伴って、写

真を自分で現像し、レイアウト・編集することが可能にな

った。そのため、近年このフォトブックというサービスが

展開されている。FUJIFILM・楽天写真館・アスカネットな

どが有名である。フォトブックのサービスを展開している

企業は挙げただけでなくもっといろいろとあるようだ。 

フォトブックについては、「注文における操作が簡単で

あること」「かなり本格的な写真集を作成できること」が

長所として挙げられる。１冊からでなく複数を同時に作成

することもできるなど、かなり各社でいろいろな融通が利

くようである。注文する際、各社によって注文専用のソフ

トをダウンロードする必要がある場合と、サイトのフォー

ムからそのまま注文できる場合がある。また、PC から作

成・注文する会社が多いが、フジフィルムなどは店頭受付

機でも作成できるため、PC を使い慣れていない人でも利用

が可能である。 

フォトブックの説明で、写真集と表現したが、近年のデ

ジタルカメラの性能向上も手伝って、フォトブックの写真

は実に画質が良く、写真集顔負けの仕上がりとなっている。

本の種類（サイズ・ハードカバーor ソフトカバー・リング

or ノートなど）や写真のサイズ・枚数も自由に選択するこ

とができ、使いこなすことができれば、凝った写真集が作

成できる。また価格も 1000 円以下から作成できるなど、

お手頃である。 

低価格で世界に一つだけの写真集を自分の手で作成で

きるということで、かなり満足度の高い商品ではないかと

考えられる。用途も、子供・孫の成長記録、高校・大学時

代の思い出集・結婚式や旅行など行事のまとめ、趣味の記

録など、多岐にわたって考えられる。ブログ・SNS・Web ア

ルバとは異なり、若者だけでなく、お年寄りまで様々な年

代にニーズがあるようだ。表―８は、2008 年に日本カロー

ラボ協会ブースにて実施されたアンケートで、20代26人、

30 代 62 人、40 代 56 人、50 代 39 人、60 代 11 人、70 代 3

人、未記入 3人の計 200 人からとったものである。これを

見ると、フォトブックに興味を持った人が 157 人と、大多

数を占めていることがわかる。 

■表―――８ 

 

では、フォトブックの短所は何か。まず、ブログ・SNS・

Web アルバムと明らかに違う点は、有料であるということ

である。また、注文してから届くまでに３日～１週間の時

間を要する。また、写真をただアップロードするのではな

く、一冊のアルバムを作るのだから、他のサービスと比較

すれば、手間がかかってしまう。 

フォトブック 

写真ポストカード 

ブリッキー 

ID/スキミング防止など

のカード類 
エコー音声ガイドMAP 

分身君(携帯ストラップ) 

似顔絵ウェルカムボード 

フォトDVDプレーヤー 

DQツール 

画素数によるプリントの

違いサンプルプリント 

日本カローラボ協会の展示ブースで興味をもたれたのは

何ですか？ 

（出典：日本カローラボ協会） 
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また、このサービスを行っている企業は多いのだが、各

社で何が違うのかがわかりづらく、利用者が選択に困って

しまいそうな状況である。 

以上のような短所はあるが、写真をフォトブックにする

ことで、大切な写真を選び出して整理でき、パソコンを必

要とせず写真が見られ可視化も容易になる。これらのこと

から、「写真を整理し、簡単に可視化すること」に１番つ

ながるのは、フォトブックではないかと考えるに至った。

よって、私たちは促進する「思い出に関するサービス」に、

フォトブックを選ぶことにした。 

２．仮説の提唱 

(1)アンケート調査 

私たちは、写真を整理し、アルバムを作りたいという欲

求がありながら、なぜフォトブックを利用する人が少ない

のかを知るためには、フォトブックの認知度と利用状況を

把握することが必要であると考え、アンケートをとった。 

対象者は、今回のターゲットである大学・専門学校生で

ある。その結果、58 名から回答を得ることができた。アン

ケートの内容には、写真を何の媒体で撮影しているか、撮

影した写真をどのように保存しているか、フォトブックと

言うサービスを知っているかなどの項目を設けた。  

(2)アンケート結果 

まず、「あなたはフォトブックというサービスを知って

いますか」という問いに対し、「いいえ」と答えた人が 32

名（55.2％）、「はい」と答えた人が 26 名（44.8％）おり、 

この「はい」と答えた 26 名のうち、22 名がフォトブック

を利用したことがないことが判明した。これは、「はい」

と答えた人の 84.6％にあたり、実に多くの人がフォトブッ

クを利用したことがないということがわかる。 

これらのフォトブックを利用したことがない人たちに

対して、複数回答可としてその理由を尋ねたところ、「サ

ービスをよく知らない」という回答が 12 票（46.1％）、「値

段が高そう」と「手間・時間がかかりそう」が 9票（34.6％）、

「特に利用したいと思わない」が 5 票 19.2％、「利用して

みたいがきっかけがない」が 4票（15.4％）という結果に

なった。 

これを見たところ、サービスをよく知らないということ

がかなり大きな理由であるようだ。ついで「値段が高い」・

「手間や時間がかかりそう」といったマイナスイメージが

高く、これも要因の一つであると考えられる。  

次に、フォトブックを知らなかった人に対して、フォト

ブックがどのようなサービスなのかを説明した上で、「フ

ォトブックを利用してみたいか」と尋ねたところ、 「機

会があったら利用してみたい」という回答が12票（37.5％）、

「興味は持った」が 10 票（31.3％）、「特に必要ないと思

う」が 6票（18.8％）、「ぜひ利用してみたい」が 3票（9.4％）、

「利用はしない」が 1票（3.1％）だった。 

これを総合的に見てみると、約７割の人が機会があった

ら利用してみたい、あるいは興味は持ったとプラスの印象

を持っていることになる。 

(3)アンケート考察  

結果として、フォトブックは認知度が低く、未経験者に

とっては「とっつきにくい」というイメージがあるようだ。

それらを考慮した上で、今回のアンケートから、私たちは

アンケート回答者をこれらの３つのタイプにわけられる

とした。まず積極的にフォトブックを利用している人がタ

イプ１、フォトブックの存在を知っていはいるものの、利

用はしていない人がタイプ２、フォトブックの存在自体を

知らなかった人をタイプ３とする。 

タイプ１の人は、使う必要に迫られて、あるいは興味を

持って、自分でフォトブックについて調べたと考えられる

が、タイプ２の人は、使う必要を特に感じていなかった、

あるいはもとから興味がない人であるといえる。タイプ１

の人に関しては、すでにフォトブックを利用しているので、

新たに利用者を増やすのであれば、タイプ２と３の人に、

焦点を絞った方がよいだろう。 

(4)仮説 

前述のアンケートの結果から、フォトブックの認知度が

低いことや、フォトブックに対するマイナスイメージがフ

ォトブック普及の妨げになっているということから、私た

ちは、まずはフォトブックについて、正しく知ってもらう

ことが重要であると考えた。 

つまり、広告活動をすることによって新たなフォトブッ

クのイメージ定着を促進し、これがマイナスイメージの払

拭につながり、利用者が増えればクチコミ効果を得ること
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ができる。 

３．新規提案 

(1)広告媒体 

 ターゲットが若い女性であるので、広告内容は若い女性

の目に留まりやすいものが好ましい。そこで私たちは、若

年層のソーシャルメディア利用率が高いことに注目した。 

表―９のデータは、総務省の「ソーシャルメディアの利

用実態に関する調査研究」から引用したものだが、世代別

で見るといずれの項目も、若年層の利用率が高いことがわ

かる。 

■表―――９ 

 

このことから、私たちは広告の媒体として SNS を利用する

とした。 

(2)広告内容 

「10 年後 20 年後の自分へ」をコンセプトとし、広告で

は思い出の大切さを強調しつつ、写真を見返すことをアピ

ールする。また、本格的なアルバム作りがフォトブックで

は簡単に可能であることを伝える。 

④結論 

写真の整理方法は、デジタル化が進んだことによって自

宅で一枚一枚アルバムにまとめる方法から、撮影した写真

をすぐに SNS や、ブログにアップロードするという手法に

変わりつつある。他にも、携帯電話やスマートフォンの登

場など、カメラが日常生活に密着している近年では、写真

を撮るという点においては、活性化されたといっていい。 

しかしその一方で、写真をきちんと整理し、見返す機会

は減ったように思われる。そこで私たちは、今回写真を整

理できる新たなツールを促進することで、多くの人が思い

出を可視化・整理することができるのではないかと考えた。 

⑤ おわりに 

今回この関東 10 ゼミ討論会に参加・研究するにあたっ

て、多くの人に助けられ、支えられてきた。杉田義弘教授、

同ゼミの先輩方、友人、アンケートにご協力いただいた

方々、ならびに関東 10 ゼミ討論会に参加しているみなさ

まに、心より感謝の気持ちを表したい。今回の発表によっ

て、少しでも多くの人に興味を持ってもらえれば幸いであ

る。 
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補録 アンケート調査票 

 

 

写真の保存・活用方法についてのアンケート 

 

問１ あなたの職業を教えてください。 

 

・社会人 

・大学生 

・専門学校生 

・高校生 

・中学生以下 

・その他 

 

問２ あなたはどれくらいの頻度で写真を撮影しますか。 

 

・ほぼ毎日 

・週に１～２日くらい 

・２週間に１～２日くらい 

・月に１～２日くらい 

・それ以上間隔が開くことがある 

・撮らない 

 

問３ その写真は何の媒体で撮影していますか。（複数回答可） 

 

・デジタルカメラ 

・スマートフォン 

・携帯電話 

・ビデオカメラ 

・その他 

・撮らない 

 

問４ どのような場面で写真を撮影しますか。（複数回答可） 
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・旅行・合宿 

・学園祭など行事ごと 

・外出先 

・食事 

・風景 

・何気ないひと時 

・撮らない 

・その他 

 

問５ 撮影した写真はどのように保存していますか。（複数回答可） 

 

・データフォルダに保存 

・カメラ店で現像 

・インターネット上の写真保存機能（サービス）で保存 

・自宅でプリント 

・CD-ROM などに保存 

・インターネット上の写真プリントサービスの利用 

・フォトブックにする 

・撮らない 

・その他 

 

問６ あなたはフォトブックというサービスを知っていますか。 

 

・はい 

・いいえ 

 

問７ 問６で「はい」と答えた人に質問です。フォトブックというサービスを利用したこ

とは 

ありますか。 

 

・はい 

・いいえ 

 

問８ 問７で「はい」と答えた人に質問です。その様な場面で作成したか、また、感想を

教えて 
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ください。（記述式） 

 

問９ 問７で「いいえ」と答えた人に質問です。利用しようと思わなかった理由を教えて

ください。 

（複数回答可） 

 

・サービスをよく知らない 

・値段が高い 

・特に利用したいと思わない 

・手間がかかりそう 

・利用してみたいがきっかけがない 

・時間がかかりそう 

・その他 

 

問 10 問６でフォトブックというサービスを知らないと答えた人に質問です。フォトブック

は、自宅の 

パソコンやカメラ店から、簡単に高画質なオリジナルの写真集を、お手軽な価格で作

成・注文できるサービスです。このサービスの内容を聞いて、利用してみたいと思い

ますか。 

 

・ぜひ利用してみたい 

・機会があったら利用してみたい。 

・興味は持った 

・特に必要ないと思う 

・利用はしない 

 

問 11 フォトブックを含めた写真の保存方法に関する意見・考え方等、何かございましたら、

ご自由に 

ご記入ください（記述式） 


